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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
『
か
ぜ
』
に
比
較

し
て
症
状
が
強
く
、
肺
炎
・
急
性
脳
症
な

ど
の
重
い
合
併
症
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ

り
、
か
か
ら
な
い
よ
う
に
予
防
し
た
い
病

気
で
す
。
予
防
す
る
に
は
、
う
が
い
・
手

洗
い
・
規
則
正
し
い
生
活
・
人
混
み
を
避

け
る
な
ど
の
日
常
生
活
の
注
意
は
当
然
で

す
が
、
予
防
接
種
が
最
も
有
効
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

定
期
接
種

予
防
接
種
法
に
よ
る
定
期
接
種
（
市
か

ら
の
補
助
が
あ
る
）
で
は
、
重
症
化
と
死
亡
報
告
の
多
い
六
十
五
才
以

上
の
高
齢
者
と
、
六
十
〜
六
十
四
才
で
基
礎
疾

患
（
気
管
支
喘
息
等
の
呼
吸
器
疾
患
、
慢
性
心

不
全
、
先
天
性
心
疾
患
等
の
循
環
器
疾
患
、
糖

尿
病
、
腎
不
全
、
免
疫
不
当
等
）
が
あ
る
方
に

摂
取
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

任
意
接
種

任
意
接
種
（
補
助
な
し
）
で
は
、
医
学
的
に
接
種
が
不
適
当
と
考
え

ら
れ
た
場
合
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
と
重
症

化
を
防
ぎ
た
い
方
、
全
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
一
〜
六
才
未

満
の
幼
児
に
は
推
奨
さ
れ
ま
す
。
一
才
未
満
の
乳
児
に
は
有
効
で
あ
る

と
の
確
証
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

医
療
、
介
護
従
事
者
、
抵
抗
力
の
な
い
方
の
同
居
人
、
受
験
生
は
是

非
接
種
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
三
才
未
満
は
二
回
、
十
三
才

以
上
は
一
回
の
接
種
で
か
ま
わ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
回
の

時
は
、
一
〜
四
週
間
の
間
隔
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
三
〜
四
週
間
あ
け

る
方
が
効
果
的
で
す
。
有
効
期
間
は
接
種
後
二
週
間
か
ら
六
ヶ
月
で

す
。
で
き
れ
ば
十
二
月
上
旬
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
副
作
用
は
他

の
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
て
多
く
な
く
、
比
較
的
安
全
で
す
。
妊
婦
は
妊
娠

初
期
を
避
け
れ
ば
可
能
、
授
乳
中
も
可
能
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
早
く
（
症
状
が

出
て
か
ら
二
日
以
内
）
に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
抗
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
非
常
に
有
効
で
す
。
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